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我々は，B5G 高速テラヘルツ(THz)無線通信システムを実現するため，エピタキシャルグ

ラフェンチャネル電界効果型トランジスタ (EG-FET) をベースとした高速・高感度 THz 検

出器の研究を行っている．我々は先行研究において，独自の非対称二重格子ゲート (ADGG) 

構造を特徴とした ADGG-EG-FET を従来のドレイン読み出しで動作させて高速かつ高感度

な THz 検出を実証した[1]．一方で，化合物半導体ヘテロ接合による高電子移動度トランジ

スタ (HEMT) において「三次元整流効果」と称する新しい超高感度 THz 波検出機構を発見

した[2]．今回，金属/絶縁体/グラフェンによるトンネルダイオード構造 (レクテナ) [3,4]に着

想を得て、EG-FET のゲート-チャネル間にレクテナ構造を実装して三次元整流効果を発現

させる手段を着想し，デバイスを試作・評価した．本研究では，レクテナ構造を実装した EG-

FET に対する THz波検出応答測定実験の結果と，その考察について報告する． 

光注入型 THz 波パラメトリック発生器[5]を準連続パルス光源として，THz パルス検出測

定を行った．中心周波数を 0.95THzに設定し，ゲート電極から出力される光起電圧パルス波

形を高速オシロスコープで測定した．ドレインーソース電圧𝑉DS = 0 𝑉に固定し，ゲート電

圧を0~ + 3 Vまで変化させ，光起電圧の時間応答波形を測定した（Fig.1 (a)）．出力光起電圧

はゲート電圧の上昇と正の相関を示した．次に，ゲートバイアスに対する THz 検出波形の

応答速度依存性を調べた（Fig. 1(b)）．ゲート電圧の上昇と共に半値全幅 (FWHM) が減少し

応答速度が速くなっており，𝑉G  ≈ +3 𝑉付近では約 180 psの応答速度を示した．また，ゲー

ト電圧の印加により立ち下がり側の半値半幅（HWHM）の減少が立ち上がり側に比して強

く，FWHMの減少に寄与していることが分かった．分析結果の詳細は当日報告する． 
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Figure1(a) The temporal output waveform dependencies on gate voltage under 𝑉DS = 0 V. (b)The 

FWHM and HWHM dependences on gate voltage. 
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